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１．はじめに 










ピッチおよびヨー軸周りに角速度𝑞, 𝑟 [deg sec⁄ ]を与えると，機体にはピッチング，ローリング，





















図１ ピッチ運動による流れの変化[2] 図２ ヨー運動による流れの変化[2] 
 
    




理論解析，CFD 解析，および静的風洞試験結果と比較検証する．風試模型は M2011 Nose-C 形状
であり，舵角はすべてゼロである．ピッチ駆動においては横滑り角𝛽を0°, +5°の 2通りとし，ヨー
駆動においては迎角𝛼を0°, +5°の 2通りとする．角速度は 6, 10, 20, 40, 57.6[deg/sec]の 5通りとす








数𝐶𝑚, 𝐶𝑙 , 𝐶𝑛, 𝐶𝑦は以下の式(1)~(4)で表される． 
𝐶𝑚 = 𝐶𝑚𝛼𝛼 + 𝐶𝑚𝑞?̂? + 𝜀1 (1) 
𝐶𝑙 = 𝐶𝑙𝛽𝛽 + 𝐶𝑙𝑟?̂? + 𝜀2 (2) 
𝐶𝑛 = 𝐶𝑛𝛽𝛽 + 𝐶𝑛𝑟?̂? + 𝜀3 (3) 










   
 
𝑦1 = 𝐶𝑚𝛼𝛼 + 𝐶𝑚𝑞1?̂? + 𝜀 (5)  







 (7)  
  
 






































図６ 𝐶𝑚𝛼 vs ?̂? 図７ 𝐶𝑚𝑞 vs ?̂?  
   
図８ 𝐶𝑙𝛽 vs ?̂? 図９ 𝐶𝑛𝛽 vs ?̂? 図１０ 𝐶𝑦𝛽 vs ?̂? 
   











[5] 三浦壮晃，溝端一秀，「室蘭工大小型超音速実験機の動的 CFD 解析による空力評価」，室蘭工
業大学平成 28年度修士論文，2016． 
